
評
時

ぐ
継
き
書
を
史
歌
短

　

た
れ
わ
失
「
し
入
突
に
期
退
後
気
景
。
落
暴
が
価
株
は
に
年
翌
の
そ
。
た

特
の
誌
各
誌
合
総
歌
短
の
年
一
去
過
、
で
様
同
も
壇
歌
。
た
れ
わ
行
が
り
返

四
年
今
ら
か
号
月
六
年
昨
で
」
究
研
歌
短
「、
と
る
み
て
べ
並
を
ル
ト
イ
タ
集

。
つ
立
目
が
集
特
の
成
平
、
め
じ
は
を
」
歌
ん
ぶ
じ
成
平
「
集
特
型
大

　

と
る
あ
で
名
四
の
史
政
田
西
・
弘
村
穂
と
名
両
、
は
郎
治
藤
加
た
ま
、
幸
裕

見
を
所
場
き
着
ち
落
の
で
か
な
の
史
歌
短
、
り
ま
深
が
り
返
り
振
ら
か
れ
こ

。
る
れ
ら
せ
さ
感
予
と
だ
の
る
ま
始
が
程
過
く
い
て
け
つ

　

を
況
状
行
刊
の
集
歌
一
第
の
手
若
の
時
当
、
の
後
前
元
改
の
回
前
で
こ
こ

加
、』
日
念
記
ダ
ラ
サ
『
智
万
俵
に
年
二
十
六
和
昭
の
前
年
二
元
改
、
と
る
み

平
、』
か
ん
あ
び
『
苑
紫
原
水
に
年
元
成
平
、』
櫂
の
空
夏
『
子
嘉
千
川
米
に

ト
ス
ベ
大
が
』
日
念
記
ダ
ラ
サ
『。
る
あ
が
感
る
い
て
え
揃
を
顔
が
ろ
こ
ど
堅

よ
け
つ
見
を
置
位
に
中
の
史
歌
短
ら
か
れ
こ
く
や
う
よ
、
ち
わ
な
す
。
だ
訳

の
期
時
象
対
の
り
返
り
振
成
平
も
に
然
偶
、
が
代
時
の
こ
た
め
じ
は
し
と
う

　

こ
う
ま
し
て
め
収
に
象
印
の
つ
一
、
り
た
け
づ
義
定
を
代
時
で
位
単
号
元

何
ば
え
言
と
」
の
も
な
的
和
昭
「
ば
え
例
。
る
あ
が
理
無
も
そ
も
そ
は
に
と

た
い
続
上
以
年
十
六
、
も
身
中
の
気
囲
雰
る
す
が
気
な
う
よ
る
わ
伝
く
な
と

捉
で
念
概
の
つ
一
、
じ
生
が
レ
ズ
で
け
だ
る
な
異
年
十
が
代
世
、
に
故
代
時

　

。
う
思
に
う
よ
る
あ
が
味
意
な
き
大
り
よ
、
に
点
う
い
と
供
提
運
機
の
つ
一

み
ろ
ひ
原
梅
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